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す っか り 秋 め い て ま い り まし た 。 皆

さんお変わりありませんでしょうか。

今年の夏は日本中が多くの災害に見舞

われました。幸いなことに群馬県安中

市は大きな被害もなくほっとしている

ところです。群馬県民は何となく自分

の県は災害には無縁であると思ってい

るのではないでしょうか。これは行政

にも言えることです。例えば水害が起

きた時どこに避難するか住民の方で知っ

ている人がどのくらいいるでしょうか。

まさか安中公民館が避難所ではないと

思いますが・・・なぜなら碓氷川の近

くで最も低地にある公民館だからです。

水害ではひとたまりもありません。で

は地震の時はどうなのでしょう。がっ

ちりした建物なので避難所には良いか

もしれません。それではその時水の備

蓄はあるのでしょうか？非常トイレの

設備は？食料の備蓄は？行政のみが知っ

ていても大規模災害の手が回るのでしょ

うか？

地域の力で試されることは自助、共助，

公助の3つの力です。自助はもちろん自

分自身で生き抜く力です。共助は地域

の人たちが助け合って生き抜く力です。

公助は行政による援助の力です。今回

の北海道の地震で最も大きな課題は停

電でした。北海道全土がブラックアウ

トになってしまいました。真っ暗です。

こんな時どこか明かりのついている場

所があれば人々の大きな支えになると

思います。病院には自家発電装置があ

ります。建物の耐震も普通の住宅に比

べれば強くなっています。建物も4階で

すので水害時も強いと思われます。た

だ燃料の備蓄は充分ではありません。

半日程度しか持ちません。消防法で蓄

えられる重油の量の上限が決まってい

るからです。また食料も入院患者さん

の数日分は備えてありますが地域の方

の分まではなかなか大変です。水の備

蓄も相当量確保しておりますがどこま

で持つか不明です。私たちは自助によ

り出来ることは行っていく覚悟はあり

ます。しかし足りないところを補って

くれる公助の部分がもう少し必要なの

です。市の職員だけが知っていても何

の役にも立ちません。住民を信頼しど

のくらい情報共有をするか、日ごろ訓

練を行っているかが大きな力となるの

です。

須藤病院は災害時、地域の方の頼り

にされる施設として頑張ります。それ

にはより多くの市民の方の力も重要で

す。大きな共助が出来ますようしっか

り準備だけはしてまいりましょう。
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理事長 須藤 英仁未曾有の災害に備えて



こんにちは、病院の感染対策担当をし

ております、看護師の川合です。暑さ寒

さも彼岸までとよく口にしますが、日が

暮れるのも一日一日と早くなりました。

周りの木々の葉も色づき、紅葉の季節へ

と変化しています。そして、季節性の感

染症であるインフルエンザウイルスやノ

ロウイルスの流行が始まる頃でもあり、

1月から3月にピークを迎えます。

インフルエンザは、咳やくしゃみのし

ぶきに含まれるウイルスや、しぶきに触

れた手から物、物から手を介してどんど

ん移っていきます。手洗いやマスク（咳

エチケット）は、予防対策になります。

当院でも、アルコール消毒剤の手洗いの

強化を行っています。面会の時は、病室

へ入る前と帰る時は、アルコール消毒剤

による手指消毒を積極的にお願いします。

ノロウイルスは、嘔吐や下痢などの排

出物にたくさん潜んでいます。そのため、

排出物の処理は消毒剤の濃度を確かめて

きちんと行って下さい。厄介なことに、

ノロウイルスは、アルコール消毒剤によ

る手指消毒では、手についたウイルスを

除去できません。有効な手指消毒は、流

水による手洗いとなります。

現在、当院では、感染症予防の観点から

未就学時のお子様の面会制限を行ってい

ます。インフルエンザなどの流行時期に

は、制限が強化され大人の方も原則面会

謝絶となります。患者さん、家族の方々

には、大変ご迷惑をお掛けしますが、感

染症が蔓延しないためにもご協力をお願

いします。

当院では、10月よりインフルエンザの

ワクチン接種を開始しています。ご希望

の方は、医師、看護師、受付事務等に声

を掛けて下さい。

これからますます朝晩冷えてきます。運

動・栄養・睡眠とバランスの取れた生活

が一番ですが、なかなか難しい事です。

体力が低下すると、免疫力も低下し、細

菌やウイルスが侵入しようと狙いを定め

ています。いつもと体調が違うと思った

時は、自己判断せずに早めに受診するこ

とをお勧めします。

＜看護師が行う手指消毒のタイミング＞

①ゴムひもで固定し、鼻と口を確
実に覆う。

②鼻の形にワイヤーを隙間がない
ように調節する。

マスクの装着ポイント

季節性の感染症を予防しましょう



いつも介護老人保健施設めぐみをご利

用いただき、ありがとうございます。

さ て 本 年度 の 介護 保 険改 定 で 、 強 化

型の 介 護 老人 保 健施 設 は、 地 域 貢 献 活

動を 行 い 地域 に 根ざ し た活 動 を し 、 近

隣の 方 と 交流 を 深め て いく よ う に 定 め

られ ま し た。 以 前よ り 地域 の 方 に は め

ぐみ 祭 り や、 防 災訓 練 へ多 く の 方 の ご

参加 を 頂 いて お りま し たが 、 今 回 、 近

隣の方をお招きして7月 21日にめぐみ内

にて 「 め ぐみ カ フェ 」 を開 催 さ せ て い

ただきました。内容としましては、

① 「「「「 もももも しししし もももも 、、、、 介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 がががが 必必必必 要要要要 にににに なななな っっっっ たたたた

らららら 。。。。 介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 制制制制 度度度度 をををを 説説説説 明明明明 しししし まままま すすすす 」」」」 を 居

宅介 護 支 援事 業 所こ か げの 高 野 主 任 ケ

アマネージャーより説明がありまし た。

② 「「「「 自自自自 宅宅宅宅 でででで いいいい つつつつ でででで もももも でででで きききき るるるる 運運運運 動動動動 をををを 覚覚覚覚 ええええ

ままままししししょょょょうううう。。。。転転転転倒倒倒倒予予予予防防防防のののの運運運運動動動動をををを教教教教ええええまままますすすす」」」」

をめ ぐ み の理 学 療法 士 より 実 演 を 交 え

一緒に行いました。

③ 「「「「 めめめめ ぐぐぐぐ みみみみ 職職職職 員員員員 とととと おおおお 茶茶茶茶 をををを 飲飲飲飲 みみみみ なななな がががが らららら おおおお

話話話話 しししし まままま しししし ょょょょ うううう 」」」」 では お 茶や ジ ュ ー ス 、

手作 り の 五平 餅 、き な こド ー ナ ツ 、 梅

ゼリー、塩チーズクッキーを召し上がっ

てい た だ きな が ら、 普 段あ ま り 話 す 機

会が 無 い 現場 の 職員 と １時 間 程 度 、 団

らんしていただきました。

参加 い ただ い た方 か ら、 介 護 保 険 の 全

てが 解 らな か った が 何と な く 解 っ た ・

相談 で きる 場 所が 解 った ・ 転 倒 予 防 の

運動 で は、 専 門職 か ら説 明 が あ り 分 か

り易 か った 、 もっ と 教わ り た い ・ め ぐ

みがどんな施設かわかった・お金を払っ

ても い いの で 定期 的 に行 っ て 欲 し い 等

の感 想 をい た だき ま した 。 今 回 、 開 催

させ て いた だ き、 介 護保 険 の サ ー ビ ス

が必 要 だっ た が申 請 の仕 方 が 分 か ら ず

その ま まに し てい た 方も い ら っ し ゃ い

ました。2000年に介護保険が施行され1

8年が経ちましたが、実際に必要として

いる 方 に周 知 され て おら ず 、 ど こ に 相

談し て いい か もわ か らな い の が 現 実 で

ある と 感じ ま した 。 今後 も 、 め ぐ み と

致し ま して は 、現 在 、ご 利 用 さ れ て い

る方 、 これ か らご 利 用を 考 え て い る 方

に、 個 別に ご 相談 さ せて い た だ き 、 安

心し て 地域 の 中で 過 ごし て 頂 け る よ う

に努 め てま い りま す 。ご 不 明 な 点 が ご

ざい ま した ら お気 軽 にめ ぐ み ま で お 問

い合 わ せく だ さい 。 今後 も 介 護 老 人 保

健施 設 めぐ み をよ ろ しく お 願 い い た し

ます。

老人保健施設 めぐみ より 介護老人保健施設めぐみ支援相談員 新井寛之



地地地地域域域域連連連連携携携携室室室室よよよよりりりりおおおお知知知知ららららせせせせ！！！！
医療・福祉関係事業所の皆様いつも大変お世話になっております。

医療と介護の連携を目指し、毎月第一月曜日には顔の見える、連携し

やすい関係作りになる様に「地域包括ケア会議」を開催させていただ

いております。当院も皆様と有意義な時間をともに共有出来る様に，

ミニレクチャー等を準備させていただいております。

引き続きご参加していただけます様、宜しくお願いいたします。

～照会書式について～

ケアマネージャーさん・障害者施設相談員さんが、担当者会議等に

必要とする主治医の照会書式を当院では診療情報提供書として、取り

扱いをさせていただいております。

必要な事業所様・ご担当者様は当院のHPに書式がありますので、ご

活用ください。

またその際、ご本人様・ご家族様に同意書（書式２）を取っていた

だきますようお願いいたします。

～患者様・ご家族様へ～

介護保険・福祉サービス等のご利用に当たり、ケアマネージャーさ

ん・相談員さんからの確認事項等を、主治医より文書にして提出させ

ていただいております。

①個人情報（病気のこと等について）を取り扱うこと

②診療情報提供料という料金が発生すること。

上記のことを、ご理解いただきますようお願いいたします。

地域連携室

退院調整看護師： 堀

社会福祉士： 清水・三好

須藤病院 地域連携室 URL QRコード

http://med.wind.ne.jp/sutoh-hp/renkei/

第84号 オ ア シ ス 平成30年10月


